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				撮る・編集する・公開する。

				これを全部、iPhone１台で！

				この章では、まず、動画制作の全工程を解説していきます。

				全体像を把握すると、気軽に動画制作ができるようになりますよ。
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				POINT

				スマホで作るビジネス動画のメリット・デメリット。及びデメリットの回避策

				スマホで動画制作は手軽でかんたんですが、得意・不得意分野があります。

				はじめに、メリットとデメリット、デメリットの回避策を押さえておきましょう。

				① スマホで動画制作のメリット

				●多くの人がスマホの操作に慣れていて、すぐに始められる

				●小型・軽量なので、いろんな場所に固定して撮影できる

				●周辺機材も小型なので、コンパクトに収納できて移動もラクラク

				②スマホ動画制作のデメリット。及びデメリットの回避策

				●細かいセリフの編集が困難

				理由）インタビューの言い間違え修正など、指先でアプリを操作し秒単位の調整をするのは困難

				　⇒回避策：話す練習をしてから撮影し、間違えていないビデオを使用する

				●音声のノイズ除去や細かい色合い調整が困難

				理由）アプリの機能に限界がある

				　⇒回避策：静かで明るい場所で撮影する

				●複雑な編集が困難

				理由）パソコン編集でも高度な技術が必要な編集（例えば部分的にぼかしを入れるなど）は難しい

				　⇒回避策：編集しやすいように撮影する

			

		

		
			
				POINT

				スマホの機材は小さいので忘れ物に注意！

				すべての機材に「ロゴシール」や「おなまえシール」を貼っておこう。
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					自分撮りしながら１人で指を伸ばして録画ボタンをタップすることを考えると、ケーブルの長さは２mくらいが使いやすい
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					ケーブルの端子が対応していることを確認

				

			

			
				
					【ワイコンレンズ・マクロレンズ】

					iPhoneには、これらのレンズが標準装備された機種もある

				

			

			
				
					ワイコンレンズ

					狭い部屋での撮影でも広く見せることが可能

				

			

			
				
					マクロレンズ

					接写（被写体に近づいて撮影）ができる
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					【iPhone／スマホ】

					周辺機器を購入する際は、使用するスマホに対応しているかどうかを必ず確認！

				

			

			
				
					【イヤホン】

					音声内容をチェックする（接続端子に注意）

				

			

			
				
					スマホホルダーと三脚スマホホルダーはスマホを三脚に固定する器具

				

			

			
				
					足が伸ばせる三脚

					立っている人物を撮る場合は、最低でも高さ１５０㎝くらいになるものを用意

				

			

			
				
					小型三脚

					机の上の小さなものを撮る時は、高さ１５㎝ほどの小さな三脚が使いやすい。

					１００円ショップでも販売しているが、足が頑丈な三脚の方が安定して使いやすい

				

			

			
				
					SLIK GX６３００など

					３,０００円程度
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					このマークがある機材は、１００円ショップで購入できることもある
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					あると便利な周辺機材の一例。コンパクトで、持ち運びがラクなのがうれしい
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					【三脚】

					三脚があると、安定して見やすいビデオを撮ることできる

					１００円ショップでも購入可能な機種もある

				

			

			
				
					周辺機器編

					スマホでビジネス動画を作る時に必要な機材、あれば便利なグッズをまとめてみました。

				

			

			
				
					最低限必要な機材
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						スマホでの動画制作にあればいいもの
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					ビデオ編集アプリ

					App Storeから無料でダウンロードできて、かつ、作品にアプリのロゴが入らないビデオ編集アプリを紹介します。

				

			

			
				
					【iMovie：幅広い用途に使える】

				

			

			
				
					【VLLO：縦動画も編集できる】

				

			

			
				
					まずは、iMovieを使いこなせるようになろう本書ではiMovieを中心に解説

				

			

			
				
					SNS用途の動画作成向き

				

			

			
				
					【Googleアカウントの取得】

					YouTubeを使うために必須。事前に取得しておこう

					【各種SNSのアカウントの取得】

					FacebookやTwitter、Instagramなど使用するサービスのアカウントも取得しておこう

					【ウェブ担当者との連携】

					ウェブページへの動画の埋め込みなどの作業は、ウェブ担当者と連携して行うようにしよう
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					アカウントなど
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					【写真：超手早く作りたい人向き】

				

			

			
				
					編集に特化したアプリではないが、「写真」アプリの動画編集機能も充実してきた

				

			

			
				
					POINT

					撮影機能がついているアプリも

					TikTokなど１つのアプリで撮影・編集・公開までの機能がついているアプリも増えてきた。主に、そのアプリ単体で動画投稿まで完結させる場合に使う。

				

			

			
				
					【ドアストッパー】

					ミニ三脚の角度を少し調整したい時に使える

				

			

			
				
					【養生テープ】

					はがしやすく糊が残らないテープなので、三脚の仮止めや固定など細かいところで役立つ。手で簡単にまっすぐ切れるのも、撮影現場では助かる
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					２リットルのペットボトルに水を入れて、三脚を養生テープで固定すると、真上からの手元撮影ができるなどとても便利！

				

			

			
				
					スマホが大きいと、小型三脚では不安定になりがち。そんな時の固定に役立つ

				

			

			
				
					あると助かる道具

					アイデア次第で身近な道具が役立つ道具に。お金をかけずに本格的なビジネス動画を作れるのが、スマホ撮影の一番のメリットです！
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					超基本 ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験
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					編集に特化したアプリではないが、「写真」アプリの動画編集機能も充実してきた
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					２リットルのペットボトルに水を入れて、三脚を養生テープで固定すると、真上からの手元撮影ができるなどとても便利！
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					まずは、iPhoneの「カメラ」「写真」アプリだけを使って、撮影、編集、Twitterに投稿までを一通り体験してみましょう。作り始めることが上達の早道です。

				

			

			
				
					制作の流れと準備するもの

					作例として、「本日のオススメ料理をTwitterに投稿してみた」にチャレンジしてみましょう。［ iPhoneでビデオ撮影し、「写真」アプリで簡単に編集してTwitterに投稿する ］という工程で説明していきますので、一緒にやってみましょう。※Twitterアカウントがない人は、工程「④ 編集」までやってみましょう。

				

			

			
				
					
						練習動画：本日のオススメ料理をTwitterに投稿してみた
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						内　　容

					

					
						①企画

					

					
						本日のオススメ料理をiPhoneでビデオ撮影し、iPhoneの「写真」アプリでササッと簡単に編集してTwitterに投稿する

						※動画は１人で作る

					

					
						②準備

					

					
						必要なものを準備する

						・紹介したいオススメ料理

						・メニュー名を書いた紙など

						・iPhone（「カメラ」「写真」アプリ）

						・Twitterアカウント（あれば）

					

					
						③撮影

					

					
						iPhoneの「カメラ」でビデオ撮影

						※Twitterにアップロードできる動画のサイズに注意

						→最大５１２MB、２分２０秒以内

					

					
						④編集

					

					
						iPhoneの「写真」でできる編集機能を使ってビデオを加工し、保存する

						※Twitterアカウントがない人はここまででOK！
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						動画をTwitterに投稿する

					

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					
						1-3

					

				

			

			
				
					POINT

					本書で使う動画制作の用語とその意味

					動画制作には、似たような表現や独特の用語があって混乱することも多い。ここでは、本書や一般書でよく使う用語と、その意味をまとめたので参考にしてほしい。
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						録画ボタンを押してから停止するまでの1つの動画素材

					

					
						ワンカットで撮る

					

					
						録画を止めずに撮り続けること

					

					
						構図・アングル

					

					
						どんな位置からどんな角度でどう撮るか、ということ
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						iPhoneを被写体から離して撮ること

					

					
						アップ・寄り

					

					
						iPhoneを被写体に近づけて撮ること

					

					
						アイレベル
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						【編集用語】
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						動画を作るための素材。一般的に動画ファイル・動画データ・映像データ、写真などと表現。iPhone、iMovieでは、ビデオ、写真と表現。YouTubeにアップロードする仕上がった作品は動画
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						音声ファイル・録音データ・音声データなどと表現。iPhone、iMovieでは、オーディオと表現

					

					
						タイトル・テロップ・字幕

					

					
						これらは厳密には異なるが、iPhone、iMovieでは［文字を記入する］という意味で同じ扱い

					

					
						タイムライン

					

					
						ビデオクリップや写真、音声（オーディオ）を並べていく編集画面のこと

					

					
						つなぐ

					

					
						タイムラインに、ビデオクリップや写真、音声（オーディオ）を並べること

					

					
						カットする

					

					
						アプリ上でカットを分割すること、またはタイムライン上から削除すること

					

				

			

			
				
					※アプリによって操作表現が異なる場合があります。本書ではそれぞれのアプリの解説ページでも用語の説明をしています。
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					①［録画ボタン］をタップし、録画を開始する
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					④ビデオは、「写真」に保存されている

				

			

			
				
					②料理を撮影する

				

			

			
				
					撮影する（録画の開始と停止）
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					POINT

					実況しながら撮ると見る人がわくわくするビデオに

					映像だけでは見ている人も楽しくないので、何か話しながら撮ってみよう。

					「旬のカワツエビは最高にうまい！」「日本酒にぴったり」など。
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					POINT　料理動画の撮り方
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					動くものや動きを撮る時→スマホを固定して撮影

					料理にソースをかける動きや、火にかけた鍋がぐつぐつ煮立っているようすなど、撮る対象が動いている場合は、スマホは固定で撮る。

				

			

			
				
					動きのない料理を撮る時→スマホを移動させて撮影

				

			

			
				
					文字情報を伝えたい→人と文字を撮って、テロップの代わりに

				

			

			
				
					文字情報を伝えたい場合は、手書きのメッセージボードや、看板を映すなどの工夫で伝わる動画に。文字情報は、最低でも３秒くらいは撮ろう。短いと読みきれない。
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					②画面をスワイプする
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					iPhoneを縦向きにして撮るか、横向きで撮るか

					この例ではSNS（Twitter）にアップしてスマホで見てもらうことを想定した動画撮影なので、縦向きで撮影。※パソコンでの視聴をメインとする動画は横向き撮影の動画（横長）が向いている。

				

			

			
				
					被写体にiPhoneを向けながら、どの位置や角度で撮るかを決める。ここでは、本日のオススメ料理を撮影

				

			

			
				
					iPhoneでビデオ撮影してみよう

					iPhoneの「カメラ」アプリの［ビデオ］で、撮影をワンカット、つまり録画ボタンを押してから停止するまで録画を止めずに一気に撮り続けます。
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							[image: ]
						

						
							
								１

							

						

					

				

			

			
				
					カメラ位置を決める

					
						
							[image: ]
						

						
							
								２

							

						

					

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				⎜　講座１　⎜　超基本iPhoneの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					講座

					１

				

			

			
				
					超基本 ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					①［録画ボタン］をタップし、録画を開始する

				

			

			
				
					③［録画ボタン］を再度タップし録画を終了

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					④ビデオは、「写真」に保存されている

				

			

			
				
					②料理を撮影する

				

			

			
				
					撮影する（録画の開始と停止）

					
						
							[image: ]
						

						
							
								３

							

						

					

				

			

			
				
					POINT

					実況しながら撮ると見る人がわくわくするビデオに

					映像だけでは見ている人も楽しくないので、何か話しながら撮ってみよう。

					「旬のカワツエビは最高にうまい！」「日本酒にぴったり」など。

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					POINT　料理動画の撮り方

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					動くものや動きを撮る時→スマホを固定して撮影

					料理にソースをかける動きや、火にかけた鍋がぐつぐつ煮立っているようすなど、撮る対象が動いている場合は、スマホは固定で撮る。

				

			

			
				
					動きのない料理を撮る時→スマホを移動させて撮影

				

			

			
				
					文字情報を伝えたい→人と文字を撮って、テロップの代わりに

				

			

			
				
					文字情報を伝えたい場合は、手書きのメッセージボードや、看板を映すなどの工夫で伝わる動画に。文字情報は、最低でも３秒くらいは撮ろう。短いと読みきれない。

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					②画面をスワイプする

				

			

			
				
					③［ビデオ］に切り替える

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					①「カメラ」をタップして起動する

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					POINT

					iPhoneを縦向きにして撮るか、横向きで撮るか

					この例ではSNS（Twitter）にアップしてスマホで見てもらうことを想定した動画撮影なので、縦向きで撮影。※パソコンでの視聴をメインとする動画は横向き撮影の動画（横長）が向いている。

				

			

			
				
					被写体にiPhoneを向けながら、どの位置や角度で撮るかを決める。ここでは、本日のオススメ料理を撮影

				

			

			
				
					iPhoneでビデオ撮影してみよう

					iPhoneの「カメラ」アプリの［ビデオ］で、撮影をワンカット、つまり録画ボタンを押してから停止するまで録画を止めずに一気に撮り続けます。

				

			

			
				
					「カメラ」を起動し、［ビデオ］に切り替える

					
						
							[image: ]
						

						
							
								１

							

						

					

				

			

			
				
					カメラ位置を決める

					
						
							[image: ]
						

						
							
								２

							

						

					

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				テーブルに並べられた料理や、ずらりと並んだ日本酒を撮る時は、スマホを移動させて撮影。最後に店名など文字情報を入れると効果的。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				POINT

				編集を行う前に、大切な原本は複製を

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				②撮影したビデオをタップして開く

			

		

		
			
				①右上のをタップ

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				③「写真」一覧に戻ると複製されているのが分かる

			

		

		
			
				①「写真」をタップして起動する

			

		

		
			
				③ビデオが開き自動再生される

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				②［複製］をタップ

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				複製

			

		

		
			
				「写真」で簡単なビデオ編集をしてみよう

				iPhoneの「写真」アプリで簡単なビデオ編集ができます。この機能を使って、

				はじめと終わりで不要な部分をカット、色合いの調整をしてみましょう。（「写真」にはビデオにタイトルなど文字や音楽の追加、複数のビデオをつなぐといった機能はありません）

			

		

		
			
				「写真」を起動し撮影したビデオを開く

				
					
						[image: ]
					

					
						
							１

						

					

				

			

		

		
			
				編集

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				⎜　講座１　⎜　超基本iPhoneの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					講座

					１

				

			

			
				
					超基本 ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

				

			

		

		
			
				
					①［編集］をタップ

				

			

			
				
					②編集画面が開いた

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					編集

				

			

			
				
					ビデオを開き［編集］をタップして編集画面を開く

					
						
							[image: ]
						

						
							
								２

							

						

					

				

			

			
				[image: ]
			

			
				
					フレームビューア

					両端のどちらかの   をドラッグすると周りが黄色くハイライト表示され、ドラッグで不要な部分をカットできる

					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

				

			

			
				
					白い縦棒

					フレームビューアの白い縦棒部分がスクリーンに表示される。再生ボタンのタップやドラッグで動かすことができる

				

			

			
				
					スクリーン

					再生されたビデオが表示される

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					①

				

			

			
				
					②

				

			

			
				
					③

				

			

			
				
					④

				

			

			
				
					⑤

				

			

			
				
					⑥

				

			

			
				
					ツールを選んで加工できる

					①キャンセル

					②ビデオ

					③調整

					④フィルタ

					⑤トリミング

					⑥保存

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					【「写真」の編集画面】

				

			

			
				
					
						音声 ON OFF

					

				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					
						再生

					

				

			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				ビデオのはじめと終わりで不要な部分をカットする

				カットできるのは、ビデオのはじめと終わりの部分です。フレームビューアの中の白い棒を左右にドラッグして、スクリーンを見ながらカットしたい部分の見当をつけます。フレームビューアの両端のどちらかをドラッグすると、周りが黄色くハイライト表示され、カットできます。再生ボタンをタップすると再生されます。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							３

						

					

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				①必要な部分まで、開始位置を右へドラッグして短くする。（それ以前のビデオはカットされる）

			

		

		
			
				②必要な部分まで、終了位置を左へドラッグして短くする（それ以降のビデオはカットされる）

			

		

		
			
				※ビデオのはじめと終わりをドラッグすると再生されなくなるが、削除されたのではない。ドラッグする前の位置まで戻せば再度表示される

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				POINT

				ビジネス動画には色味の統一感も重要

				機能をあれこれと使いすぎない

				どのアプリも、最近はいろんな機能がてんこもり。iPhoneの「写真」にも様々な機能がついていて、⽬に⼊るとつい触れてみたくなるもの。

				しかし必ずしもすべて使う必要はなく、例えば、⾊味を変えられる機能がついていて、左の写真のようにモノクロにすることもできるが、こういった機能は明らかな意図があるとき以外は不要。

				いろいろな色味変化を試してみるのは楽しいが、ビジネス動画ではイメージの統一感を心掛けよう。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				⎜　講座１　⎜　超基本iPhoneの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					講座

					１

				

			

			
				
					超基本 ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				①［調整］をタップ

				②［自動］をタップ

			

		

		
			
				［調整前］

			

		

		
			
				【調整ボタンの操作方法】

			

		

		
			
				［調整後］

			

		

		
			
				［調整前のオリジナル］

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				調整後にスクリーンをタップすると、オリジナルが一瞬表示されるので比較することができる

			

		

		
			
				②

			

		

		
			
				①

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				細かい調整が可能

			

		

		
			
				［自動］と表示

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				POINT

				料理は明るく鮮やかにするとおいしそうに

				あくまで参考として、調整でさわるとしたら、明るさと鮮やかさ。特に食べ物の場合はおいしそうに見える。

				動画で一番大事なのは、きちんと撮影すること!

				調整を触りすぎていると、どんな色合いがいいのかが分からなくなってしまう。特別な目的がない限り、［自動］だけにしておくのがおすすめ。

				動画作りで一番大事なのは、きちんと撮影すること。動画作りを始める人は、調整というのは撮影の失敗を少し改善する、程度に考えよう。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				【明るさ＝露出、鮮やかさ＝彩度】

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				［彩度］で鮮やかさを調整した

			

		

		
			
				［露出］で明るさを調整した

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				彩度

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				露出

			

		

		
			
				［調整］ボタンで色合いを調整する

				色合いは［調整］ー［自動］を選択すれば、iPhoneが最適な色合いに調整します。調整後、スクリーンを一度タップすると、オリジナル（調整前）の色合いに一瞬戻り、比較することができます。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							４

						

					

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				【調整の目的】

				撮影で本来の鮮やかさを表現できなかったので調整したい

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				知っておくと役に立つ「写真」の［トリミング］機能

				映像をトリミングする［トリミング］機能には、映像を拡大や移動できるという便利な機能もあります。映像をアップで見せたい時や背景に映り込んだものを見えなくしたい時などに使えます。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							５

						

					

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				傾き補正ができる

				「再生してみたら水平に撮れていなかった」などの失敗を修正する時に、映像の傾きを修正できる

				①［トリミング］をタップ

				②［回転］のボタンをタップ

				③スクリーンで確認しながら、目盛りを左右にドラッグすると、映像が回転する

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				正方形や長方形に変えられる

				正方形にしたり、縦横表示比率を変えることができる

				①［トリミング］をタップ

				②右上のボタンをタップ

				③表示されたボタンから表示させたい形を選んでタップ

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				②

			

		

		
			
				①

			

		

		
			
				①

			

		

		
			
				②

			

		

		
			
				③

			

		

		
			
				③

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				ピンチアウトで拡大

			

		

		
			
				拡大した後に、ドラッグで移動できる。ピンチインで元のサイズに

			

		

		
			
				回転

				左回りで９０度ずつ回転

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				反転

				映像が反転する

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				オリジナル　自由形式　スクエア　壁紙　９:１６　４:５

			

		

		
			
				映像の拡大や移動ができる

				「大事なところを大きく見せたい」「商品を画面中央に寄せたい」なども可能。

				［トリミング］をタップし、ピンチ（指２本で画面に触れたまま離したり閉じたりする動作）で映像を拡大したり元のサイズに戻したりすることができる。

				また、拡大した後、指１本でスクリーン上でドラッグして位置も移動できる。

			

		

		
			
				
					【トリミングボタンの操作方法】

				

			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				⎜　講座１　⎜　超基本iPhoneの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					講座

					１

				

			

			
				
					超基本 ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」＆「写真」だけで動画体験

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				①右下のをタップして保存する。

				
					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

				

			

		

		
			
				②編集したビデオは「写真」に保存されているので、タップして開いて確認

			

		

		
			
				③ビデオを開いて、［編集］をタップすると右下に［元に戻す］が表示される。編集内容を採用しない時は［元に戻す］をタップする

			

		

		
			
				④「オリジナルに戻す」をタップする。オリジナルに戻すことができるが、それまでの編集（トリミング、調整など）は全て削除されるので注意

			

		

		
			
				①−２

				クリップの長さを変更しているときは、［ビデオを新規クリップとして保存］［ビデオを保存］が表示されるので、いずれかの方法で保存する

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				ビデオを保存

			

		

		
			
				ビデオを新規クリップとして保存

			

		

		
			
				POINT

				編集したビデオの保存方法の違いは？

				［ビデオを新規クリップとして保存］

				元の撮影データとは別に、新規で保存

				⇒パソコンの「別名で保存」のようなもの

				［ビデオを保存］

				元の撮影データを更新して保存

				⇒パソコンの「上書き保存」のようなもの。

				※どちらの場合も、上記②③④の方法でオリジナルに戻すことができる。

			

		

		
			
				編集後のビデオを保存する

				編集が終わったらをタップして保存します。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							６

						

					

				

				
					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				
					[image: ]
				

				
					
						[image: ]
					

					
						[image: ]
					

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				元に戻す

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				①

			

		

		
			
				②

			

		

		
			
				①-2

			

		

		
			
				③

			

		

		
			
				④

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				クリップの長さを変更している時などは、保存方法のボタンが表示される

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				おめでとうございます！

				これであなたも

				ビジネス動画デビューです!!!

			

		

		
			
				動画をTwitterに投稿してみよう

				完成した動画をTwitterに投稿・公開してみましょう。アップロードできる動画のファイルサイズは最大５１２MB、２分２０秒以内。テキストは１４０文字以内です。

				※事前にTwitterアプリのダウンロードと、アカウントの取得が必要です。

			

		

		
			
				①Twitterを起動しログインする

				（あらかじめ取得したID、パスワードが必要）

				②画面右下の  （ツイートアイコン）をタップし、投稿画面を表示

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				①

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				②

			

		

		
			
				③画像アイコンをタップ

			

		

		
			
				④投稿する動画をタップ

			

		

		
			
				⑤［動画を編集］画面が表示される。すでに編集は済んでいるので右上の［完了］をタップ

				（青くハイライトされたバーは左右を動かせば不要な部分をカットしたりファイルサイズを減らしたりできる）

			

		

		
			
				④「今日のオススメはカワツエビの唐揚げ！ 日本酒にぴったり。営業は夕方５時からです」などとテキストを追加して、右上の［ツイートする］をタップすると投稿が完了する

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				【Twitterへの投稿操作】

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				iPhoneに搭載されている動画撮影機能はとても優れています。画質は良すぎるくらいですし、上手に撮るために必要な基本機能もそろっています。この章では、iPhoneで動画を作るための撮影方法について基本テクニックから凝ったテクニックまで幅広くご紹介します。

				iPhone１３以降の新機能も説明しました。

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				２-１　iPhoneでビデオ撮影の基本的な設定

				２-２　iPhoneでビデオ撮影の基本

				２-３　人の撮り方の基本

				２-４　iPhoneでの撮影アイデアあれこれ

				２-５　「音」の問題について

				２-６　iPhoneで声をきちんと録る方法

				２-７　スマホ撮影のよくある失敗とその避け方

				２-８　iPhoneでの撮影テクニック上級編
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					このマークがある機材は、１００円ショップで購入できることもあります。
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					iPhoneでビデオ撮影の基本的な設定

				

			

		

		
			
				
					進化するカメラ機能。押さえたい撮影ポイント
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						スマホと三脚をつなぐスマホホルダー

					

				

				
					
						三脚を使ってスマホを固定
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						一般的な三脚は、カメラを装着する部分（雲台）が取り外せる。これによりカメラの着脱がスムーズになるが、カメラ側につけたまま忘れてしまいがちなので注意！

					

				

			

			
				
					三脚でスマホを固定しよう。スマホホルダーは必須

					三脚を使う時、スマホを三脚に固定する器具（スマホホルダー）が必要です。ネジ穴のサイズは基本的に同じなので、いろんなタイプの三脚に装着可能です。
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					撮影をする前に
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					グリッドが表示された

				

			

			
				
					iPhoneでビデオ撮影するための基本的な設定と操作を説明します。

				

			

			
				
					グリッドを表示しておく

					ビデオを撮影するにあたりグリッドを表示しておきます。グリッドとは画面を９つに分割する補助線のこと。これがあることで、画面の傾きなど構図が確認しやすくなります。▶「設定」→「カメラ」→［グリッド］で設定します。
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					横にして撮るか、縦にして撮るかを決めておく

					iPhoneを横にして撮るか、縦にして撮るかを撮る前に決めておきます。これは、完成した動画の視聴方法よって変わります。パソコンで視聴の場合は横長表示、スマホの場合は縦長表示が向いています。

					本書ではビジネス動画にフォーカスしているため、パソコン視聴を想定し、基本的には横向きの撮影で解説していきます。
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						POINT

						撮影は三脚を使うのが基本。無い時はできるだけ両手で持って

						三脚がない時は映像を安定させるために脇を締め、スマホを両手で持つのが基本。両手で撮ることで、映像が傾くのを避けることもできる。ドアを開けながら撮る時や、スマホを持って歩きながら撮る時は、できる限りぶれないよう心掛けよう。

						三脚がない時のスマホの固定方法

						三脚が常に用意できるとも限らないので、三脚がない場合の撮影も想定しておこう。

						室内で三脚がない時はスマホを机に置いて撮る。

						手持ちで撮影する時でも、スマホを机や壁に押しつけて固定すれば、安定した映像が撮れる。

						またイベント撮影等、屋外で三脚がない時は、スマホを持った両手の脇を締めて胸に押しつけるなど、とにかく固定することを考える。体ごと壁にもたれて撮影することも多い。
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						体を壁に押しつける、スマホを机に置くなど工夫してスマホを固定し手ぶれを防ぐ
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						本書では基本的には横向きの撮影で解説
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					撮影の基本から凝ったテクニックまで
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					iPhoneでビデオ撮影の基本

				

			

		

		
			
				
					進化するカメラ機能。押さえたい撮影ポイント
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						スマホと三脚をつなぐスマホホルダー
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						一般的な三脚は、カメラを装着する部分（雲台）が取り外せる。これによりカメラの着脱がスムーズになるが、カメラ側につけたまま忘れてしまいがちなので注意！

					

				

			

			
				
					三脚でスマホを固定しよう。スマホホルダーは必須

					三脚を使う時、スマホを三脚に固定する器具（スマホホルダー）が必要です。ネジ穴のサイズは基本的に同じなので、いろんなタイプの三脚に装着可能です。
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					グリッドが表示された

				

			

			
				
					iPhoneでビデオ撮影するための基本的な設定と操作を説明します。

				

			

			
				
					グリッドを表示しておく

					ビデオを撮影するにあたりグリッドを表示しておきます。グリッドとは画面を９つに分割する補助線のこと。これがあることで、画面の傾きなど構図が確認しやすくなります。▶「設定」→「カメラ」→［グリッド］で設定します。
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					横にして撮るか、縦にして撮るかを決めておく

					iPhoneを横にして撮るか、縦にして撮るかを撮る前に決めておきます。これは、完成した動画の視聴方法よって変わります。パソコンで視聴の場合は横長表示、スマホの場合は縦長表示が向いています。

					本書ではビジネス動画にフォーカスしているため、パソコン視聴を想定し、基本的には横向きの撮影で解説していきます。
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						撮影は三脚を使うのが基本。無い時はできるだけ両手で持って

						三脚がない時は映像を安定させるために脇を締め、スマホを両手で持つのが基本。両手で撮ることで、映像が傾くのを避けることもできる。ドアを開けながら撮る時や、スマホを持って歩きながら撮る時は、できる限りぶれないよう心掛けよう。

						三脚がない時のスマホの固定方法

						三脚が常に用意できるとも限らないので、三脚がない場合の撮影も想定しておこう。

						室内で三脚がない時はスマホを机に置いて撮る。

						手持ちで撮影する時でも、スマホを机や壁に押しつけて固定すれば、安定した映像が撮れる。

						またイベント撮影等、屋外で三脚がない時は、スマホを持った両手の脇を締めて胸に押しつけるなど、とにかく固定することを考える。体ごと壁にもたれて撮影することも多い。
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						体を壁に押しつける、スマホを机に置くなど工夫してスマホを固定し手ぶれを防ぐ
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						本書では基本的には横向きの撮影で解説
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				「カメラ」ー［ビデオ］で撮影。タイム表示を確認しよう

				iPhoneの「カメラ」アプリをタップして起動し、画面をスワイプして［ビデオ］を選び撮影します。赤い丸いボタンをタップすると表示が●から■に変わります。録画が始まると画面上部のタイム表示が動き出します。撮影を終了するときは、■をタップして●に変わると終了です。
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				POINT

				画面上部のタイム表示が動き出すのを確認してから撮影開始！

				この数値が動き出すのを確認してから撮影開始。

				よくある間違いは、タップと同時に撮影開始だと考えてしまうこと。

				その結果、インタビューなどでは最初が少し撮れてない、ということが発生するので要注意。
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				ピンチアウトで拡大するのではなく、

				被写体に近づいて撮影しよう

			

		

		
			
				「カメラ」のズーム機能ではなく、被写体に近づいて撮影する

				「カメラ」はスマホ画面を２本の指で同時にタッチして広げるようにすると（ピンチアウト）、被写体を拡大して撮影できますが画質が落ちてしまいます。

				できるだけズームは使わず、被写体に近づいて撮影しましょう。
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					撮影の基本から凝ったテクニックまで
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					［スロー］で撮影すると、とてもユニークな表現ができる。

					▶「カメラ」ー［スロー］で表示

				

			

			
				
					［スロー］で撮ると強い印象を残す
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					ゴルフのスイングや猛スピードで回転する機械などは、「カメラ」ー［スロー］で撮影してみましょう。動きがゆっくりと再生されるので、強い印象を残すことができます。決定的な瞬間も記録することができますね。
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					POINT

					撮影開始後も、焦点を変えることができる

					①手前の人物をタップ。ピントが合った

					②奥の人物にピントを合わせたいので、スマホの画面をタップ

					③奥の人物にピントが合った

				

			

			
				
					POINT

					画面を長押しすると明るさが固定される

					iPhoneを動かして、撮る対象を変えると画面の明るさが自動的に変化してしまうことがある。これを避けるためにはピントを合わせたい所で画面を長押しすると画面の明るさを固定できる。再度タップすると解除できる
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					ピントや露出の合わせ方を知っておこう

					撮りたいものにiPhoneを向けるだけで自動的にピントがあいますが、他の方法も知っておくと表現の幅が広がります。
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				［タイムラプス］撮影では、スマホを長時間放置するので、蹴飛ばされないように注意。目立つ名札などをかけておこう
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				暗いときの映像

			

		

		
			
				フラッシュ使用時の映像

			

		

		
			
				［タイムラプス］ではiPhoneを長時間放置して撮影

				［タイムラプス］で撮影すると早回しのような映像が撮れるため、「何かを組み立て終わるまで」や、「清掃作業のようすを始めから終わりまで」など、１つの作業工程を見せるのに向いています。▶「カメラ」ー［タイムラプス］で表示します。［タイムラプス］で撮る場合は、ある程度長い時間iPhoneを置きっ放しにするため、人があまり行き来しないような場所を探して設置しましょう。
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				フラッシュを使うか使わないか

				「カメラ」の設定で、左上の  でフラッシュをオンにするかオフにするかを選択できます。
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				POINT

				暗い場所を避ける・明るい時間帯に撮影することを心掛けよう

				フラッシュを使うと、いかにも「フラッシュを使いました」という映像になるので注意が必要。フラッシュを使うよりも、暗い場所を避ける・明るい時間帯に撮影する、という撮影を心掛けよう。その方がきれいに撮れる。
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				⎜　講座２　⎜　撮影の基本から凝ったテクニックまで
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					撮影の基本から凝ったテクニックまで
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					［シネマティック］モードで撮る［iPhone１３以降］

					iPhone１３から「カメラ」に実装された［シネマティックモード］。その名の通り、映画のようなビデオが手軽に撮れるようになりました。背後をボカして印象的に撮りたいときに活用できるモードです。画面を横向きにしてをタップすると、設定ボタンが表示されます。撮った後にピントを変えられたりと、今後もどんどん発展しそうな機能です。

					ここでは機能を紹介します。いろいろとチャレンジしてみてください。
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					［シネマティック］で画面を横向きにしてをタップすると、になり、設定ボタンが表示される
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					被写界深度

					タップしてスライダをドラッグで調整

				

			

			
				
					ボタン（被写界深度）の調整……スライダのドラッグで背景のボケ具合を変えられる
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					ボタン（露出）の調整……スライダのドラッグで明るさを変えられる
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					露出

					タップしてスライダをドラッグして「明るく／暗く」を調整

				

			

			
				
					フラッシュ

					タップして、「自動」「オン」「オフ」

				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

			
				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				POINT

				パソコンの画面をスマホで撮影するとモアレが気になる。その対策は？

				パソコンの画面を動画で保存したいとき、基本的にはパソコンソフトで画面録画をするのがオススメだが、スマホでビデオ撮影することもある。しかし、撮ってみると画面上にうねうねした模様（モアレ）が現れてとても見づらくなってしまう。これを避けるためには、下記のような撮影・編集方法がある。

				１）スマホを少し傾けて撮る

				この方法は、映像が斜めになってしまうので、「写真」アプリの［編集］ー［トリミング］で、傾きを補正する。

				２）スマホを画面から離して撮る

				この方法は、パソコン画面が小さくなってしまうので、「写真」アプリの［編集］ー［トリミング］で画像を拡大する。拡大はｉＭｏｖｉｅなど編集アプリでもできる。
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				撮る人、撮られる人が、今すぐできる準備のポイント

				「撮影時間はできるだけ短く、しかも効果的な動画を作りたい」。そのために重要なのが事前準備。

				「撮る人」と「撮られる人」が、今すぐできる事前準備をまとめたので参考にしてほしい。

				【撮る人は？】

				・お店などで撮る時は、必ず許可をもらう。

				・来店している他のお客さんを映さないなどの配慮も必須。

				・ウェブページなどで、事前に撮影先の基本情報を把握しておく。

				・相手が答えやすい質問を工夫する。

				（例）	「お店の中で一番気に入っているところは？」

					「１日の中でホッとする瞬間は？」

					「開店初日はどんな気持ちでしたか？」

					「この機能を思いついたきっかけは？」など。

				【撮られる人は？】

				・一瞬で「それ！」と分かる服装や場所で。

				・看板やロゴ入りPOP、手書きボードなどを有効活用する。

				特に、「会社名（店名）」と「電話番号」はセットで分かりやすく表示しておこう。
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				飲食店やショップでは、テーブルの横など、お客さんの目につきやすいところに、「店名＋電話番号」を分かりやすく書いたショップカードなどを貼っておけば、シェアしてもらいやすい
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				動画で「企画」と「構成」はセット。

				企画書や構成例はそのまま使えるテンプレートで、具体例を挙げて解説。

				企画のポイントも詳しく説明しています。

				※本書では、長くても３分程度の動画を想定しています。

			

		

		
			
				３-１　動画の企画書テンプレート

				３-２　動画の構成テンプレート

				３-３　動画のよくある構成と企画例

				３-４　複数のカットをつなぐ構成例

				３-５　動画企画のポイント
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				動画の企画書と構成はセットで考えます。ここでは、さくっと作れる企画書とその書き方、基本的な構成を紹介します。初めてでもあてはめるだけで動画が作れるように、テンプレートを用意しました。

			

		

		
			
				心得・１つの動画で伝えたいことは１つに絞る

				「これも必要だ」「これは言いたい」……足し算で企画していくと、動画は長くなる一方。見る人は、「ポイントだけ絞ってパッと知りたい」もの。「作り手が伝えたいこと」ではなく、「相手が知りたいこと」にポイントを絞りましょう。

				伝え方を決めれば、動画の長さも決まる

				伝え方は大きく分けると次の２種類から選ぶといいでしょう。

				①パッと目を引く

				②しっかりと伝える

				伝え方が決まれば、その動画の長さも決まってきます。

				①パッと目を引く動画は１５秒

				例えば製品を知ってもらうための動画です。テレビCMも１５秒ですね。長くても３０秒以内に収めることを意識します。

				②しっかりと伝える動画は１〜３分

				使い方を具体的に伝えるような動画です。興味を持った人は、詳細を知りたいもの。必要な情報だけを数分にまとめましょう。

				POINT

				社長インタビューは長くなりがち。一問一答の企画を

				社長コメントなどインタビューを撮影する場合、自由に話してもらってから、その中からいい部分を使う、という方法はあまりおすすめできない。編集も大変、全体の動画も長くなりがち。撮影前に、何のためにインタビューをするのか、どういうポイントを話してもらうのかを絞ってから撮影に臨もう。企画段階で「一問一答」があると、インタビューに答える人も気が楽になる。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							１

						

					

				

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					3-1

				

			

			
				
					動画の企画書テンプレート
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				⎜　講座3　⎜　動画の企画と構成
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					講座

					３

				

			

			
				
					動画の企画と構成

				

			

		

		
			
				
					動画の企画書テンプレート

				

				
					①伝える内容

				

				
					何を伝えたいのかを考える→料理の作り方、セミナー案内など

				

				
					②ターゲット

				

				
					誰に伝えたいのかを具体的に考える→航空業界に関心がある就活生、スマホの購入を検討しているシニア等

				

				
					③求める結果

				

				
					ターゲットにしてもらいたい行動や効果を考える→就活セミナーへの応募、商品の購入、授業の理解、観光地へ来客等

				

				
					④公開場所

				

				
					動画の公開場所を考える→ウェブページ、YouTube、Facebook、Twitter、Instagramなど

				

				
					⑤動画構成

				

				
					どんな動画素材をどの順番で使うのかを考える

					→『動画構成の基本パターン』で解説

				

				
					⑥何をどう撮るか

				

				
					動画構成に沿って、「何を撮るか」「どう撮るか」「どんなテロップ（動画に入れるテキスト）を入れるか」を考える

					→企画段階で、何を入れ、何を入れないか、という取捨選択がしっかりとできていると撮影がスムーズに進む。あとで、「順番が違う」「この工程が足らない」「この素材も使う」とならないように企画する

				

				
					⑦タイトル

				

				
					タイトルを考える→見たくなる、読んだだけで内容が分かる、何の動画なのか、似た動画と何が違うのかなどを明確に伝えるようなタイトルをつける

				

				
					⑧誘導

				

				
					動画を見た後、視聴者に起こしてもらいたいアクションを示す→手段を１つに絞って紹介するのがポイント

					・「是非お問い合わせください」→メールアドレスを書く

					・「こちらからお申し込みください」→URLを書く

					・「ご相談はお電話で」→電話番号を書く　等

				

			

		

		
			
				動画の企画書

				企画書は、内容や目的を明確にできる、社内の意思統一を図ることができる、動画の内容についての報告や、上司からの指導が曖昧にならないなどとても重要な意味を持ちます。ただ、企画書ばかりに時間をかけていると先に進まないので、ここはテンプレートに沿ってさくっと進めていきましょう。
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				動画は複数のビデオの組み合わせ（構成）でできています。無限とも思えるほど考えられる編集パターンですが、初めての方は次の鉄板構成例に当てはめて動画を作ってみてください。中身を入れ替えるだけで応用できます。

			

		

		
			
				作り方を紹介する動画の構成例（パターン①）

				料理の作り方や製品の組み立てなど、作り方や使い方を紹介していくときは、ビデオを順番につないでいきます。
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					必要なもの

				

				
					▶
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					申し込み

				

			

		

		
			
				セミナーなどへの参加募集動画の構成例（パターン②）

				オンラインセミナーなどへの参加を呼びかける動画は、「参加したい！」「これは役に立つ！」と思ってもらえるような特徴をつないでいくといいでしょう。
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					製品名

				

				
					▶

				

				
					機能１
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					機能２
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					機能３

				

				
					▶

				

				
					機能４

				

				
					▶

				

				
					カタログ

					請求

				

			

		

		
			
				製品を紹介する動画の構成例（パターン③）

				新たに開発した製品などを紹介し、購入してもらう動画は、他の製品と異なる機能を分かりやすくビデオに撮り、つないでいくといいでしょう。
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					企業ロゴ

					会社名

				

				
					▶

				

				
					特徴１

					立地
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					特徴２

					業務内容
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					特徴３

					社員紹介
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					特徴４

					社内様子

				

				
					▶

				

				
					会社URL

				

			

		

		
			
				企業の求人動画の構成例（パターン④）

				求人対象となる人たちが何に興味関心があるのかを考え、会社ならではの特徴をつないでいきます。採用形態ごとに複数の動画を作ってもいいでしょう。
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					オープニング

				

				
					▶

				

				
					内容１
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					内容３
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					内容４
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					締 め
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					3-2

				

			

			
				
					動画の構成テンプレート
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				⎜　講座3　⎜　動画の企画と構成
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					講座

					３

				

			

			
				
					動画の企画と構成

				

			

		

		
			
				３-２で紹介した「動画の構成テンプレート』に沿って、具体的な企画例を紹介します。ぜひ、参考にしてみてください。

			

		

		
			
				
					料理の作り方動画で自社商品「●●」を購入してもらう

				

				
					①伝える内容

				

				
					自社の商品「●●」を使って、簡単にできる炒飯の作り方を伝える

				

				
					②ターゲット

				

				
					一人暮らしの学生や若者

				

				
					③求める結果

				

				
					自社の商品「●●」を買ってもらう。自炊で使ってもらう

				

				
					④公開場所

				

				
					Facebook、Twitter、Instagram

				

				
					⑤動画構成

				

				
					パターン①作り方を紹介する動画の構成例に沿って

				

				
					⑥何をどう撮るか

				

				
					
						
							
								構　成

							

							
								内　容

							

							
								テロップ

							

							
								必要なもの

							

							
								必要な道具、具材、調味料（自社商品）

							

							
								名前

							

							
								順番１

							

							
								油を入れ刻んだねぎを炒める

							

							
								ねぎをしんなり

							

							
								順番２

							

							
								フライパンに溶き卵を回し入れ炒める

							

							
								溶き卵投入

							

							
								順番３

							

							
								ご飯を入れて炒める

							

							
								ご飯を入れて

							

							
								順番４

							

							
								調味料（自社商品●●）で味を調える

							

							
								ここで●●

							

							
								完成形

							

							
								お皿に盛りつけた炒飯

							

							
								絶品炒飯

							

						

					

				

				
					⑦タイトル

				

				
					「●●式 極旨炒飯の作り方」

					「フライパンと玉子だけ！簡単炒飯」

				

				
					⑧誘導

				

				
					続きはこちら　QRコードでウェブに誘導

				

			

		

		
			
				作り方を紹介する動画の企画例

				料理の作り方や製品の組み立て方などは、ササッと短時間で分かるショート動画が効果的です。
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					3-3

				

			

			
				
					動画のよくある構成と企画例
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				POINT

				「うちはすごいアピールポイントとか無いので…」

				圧倒的な差別化のポイントや新しい機能があるなら困らない。でも、そうじゃない（と感じる）ことだって多い。そんな場合は次のようなことを考えてみよう。

				①人をアピールする

				機能が同じでも、人が登場すると動画は個性的になる。

				例）機能の１つ１つを実際の社員が解説する動画

				②行動をアピールする

				どの会社やお店にも、毎日やっていること、こだわっていることなどがあるはず。

				それらを動画に撮り、その際に数値を入れると具体的にイメージしてもらえて効果的。

				例）「弊社の敷地には５０種類の木が植えられています。１本１本、歴代の代表が選んで植樹しました」

				　「毎日２回の工場の点検を欠かしません。点検リストは43項目になります」

				③思いを伝える

				商品を開発したからには、「その商品を使って解決したい課題」があるはず。開発のきっかけのエピソード、開発の紆余曲折を話してみては。

				④使い方の提案をする

				一度自社の製品から離れ、一般的な製品を使うコツやアイデアをいくつか発信するというのもアリ。ノウハウ・アイデアはいつだって喜ばれ、信頼を得られ新たなファンが増える。
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				撮影素材が集まったら次は編集作業です。編集は無駄なく分かりやすく伝えるために行います。必要ないところや失敗した部分を取り除き必要な順番に並べ、場合によってはタイトル（テロップ）を入れて分かりやすくします。ここではApple製品に標準で搭載されているビデオ編集アプリ「iMovie」で編集方法を解説します。

				他の動画編集アプリにも応用できるテクニック満載です。

			

		

		
			
				４-１　iMovieで動画編集を体験してみよう

				４-２　クリップ操作をマスターしよう

				４-３　iMovie知ってトクする編集機能

				４-４　クリップ操作の応用例

				４-５　動画編集モードの違いと使い方
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					このマークがある機材は、１００円ショップで購入できることもあります。
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				iMovieは本格的な動画をiPhoneで簡単に作成できる編集アプリです。ここでは、撮影・編集を体験しながら学んでいきましょう。

				制作の流れと準備するもの

				作例として、【イラストを描くようすをiPhoneの「カメラ」でビデオ撮影し、iMovieで編集する】という工程で説明していきます。

				※事前にiMovieをApp Storeからダウンロードしてください。

				
					
						
							【練習　イラストを描くようすをビデオ撮影しiMovieで編集してみた】

						

						
							工　程

						

						
							内　　容

						

						
							企　画

						

						
							イラストを描くようすをiPhoneでビデオ撮影し、iMovieで編集する

							※動画は１人で作る

						

						
							準　備

						

						
							必要なものを準備する

							・iPhone

							・ミニ三脚＋スマホホルダー

							・イラストを描く用紙

							　（右ページにサンプル）

							・筆記具

							・iMovieアプリ
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							撮　影

						

						
							iPhoneの「カメラ」でビデオ撮影する。両手を使う撮影を１人でするので、三脚でiPhoneを固定する
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							iMovieを使って編集し、動画ファイルとして書き出す
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				iMovieで動画編集を体験してみよう
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				⎜　講座４　⎜　動画編集　iMovieの基本操作
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					４

				

			

			
				
					動画編集 ｉＭｏｖｉｅのすべて

				

			

		

		
			
				【撮影体験用サンプルイラスト】

				［使い方］イラストを太めのペンでなぞり書きし、そのようすを撮影します。

				描きながら文字を読めば音声も同時にとれます。
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							元気にいきましょう！

						

					

					
						
							そんなはずじゃあ〜

						

					

					
						
							とっても悲しいです

						

					

					
						
							わたし、怒ってます!
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					POINT

					縦位置で撮ったビデオのiMovieでの編集について

					スマホの画面を縦位置にして撮影することも多い。基本的には、iMovieで編集するときは、最初から横位置で撮ることを心掛けた方がよいが、どうしても縦動画をiMovieに取り込んで編集したい時の対処法や注意点をまとめてみた。
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					縦動画をiMovieに取り込むと……

					iMovieは横位置で撮影したビデオや写真に対応しているので、縦位置で撮ったビデオや写真をiMovieに取り込むと、左のように自動的に上下がカットされて表示されてしまう。

				

			

			
				
					「画面を拡大する」方法

					クリップをタップしてプレビュー画面右上に表示されるをタップし、［ピンチで拡大縮小］を表示させてから、プレビュー画面をピンチアウトして拡大すれば、左のように横型の動画として編集することは可能。

					しかし、上下がカットされてしまうため、縦で撮った構図が活かせないことになる。
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					「画面を縮小して全体表示する」方法

					iPhoneの操作方法を伝える動画などは縦位置で撮る。しかしiMovieに取り込むと、自動的に上下がカットされて表示されてしまうので、全体表示したい場合は、iMovieに取り込んだあとに左のようにプレビュー画面をピンチインして縮小する。
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				もっと短くまとめたい、簡単で効果的な構成を知りたい、撮影の失敗を編集でごまかしたい……

				そんな時には講座５が役立ちます。プロも使っている編集の鉄板技をご紹介します。

			

		

		
			
				５-１.編集でムダな素材をそぎ落とす

				５-２.イマイチなら順番を入れ替えてみる

				５-３.「言語化」でイメージを具体的に共有

				５-４.簡単で効果的な２カットつなぎ

				５-５.撮影で失敗した！ 編集でのごまかし方

				５-６.動画の長さについての考え方
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				ムダに長い部分は削除や早送りでそぎ落とす

				多少カタチの悪い野菜でも料理次第でおいしくなります。動画も同じ。素材のカタチが多少悪くても、そこをどんどん削ることで良い動画にできます。動画における一番の悪は「無駄に長いこと」だと肝に命じておきましょう。動画は短いものが好まれ、ビュンビュン展開するくらいがちょうどいい。そぎ落とす鉄板技を紹介します。
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					編集でムダな素材をそぎ落とす
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				一番伝えたい特徴だけを伝える

			

		

		
			
				ばっさりカット！

			

		

		
			
				ばっさりカットして見せたい部分だけを見せる

				誰でも知っているかもしれない部分や、小難しくてピンとこない部分などは、思い切ってばっさりカット（削除）します。

				それによって、本当に見せたい部分だけを見せることができます。
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				⎜　講座５　⎜　プロも使っている編集の鉄板技
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					５

				

			

			
				
					プロも使っている編集の鉄板技

				

			

		

		
			
				【削除例】

				特殊なテープを紹介するビデオで、テープの端を取り出す際に、初めの方で爪でカリカリと引っ掻いてなかなか取り出せない部分がしばらくあったためここを削除する。

			

		

		
			
				【iMovieでの削除方法】

			

		

		
			
				①ビデオクリップを再生し、削除したい場面の直前で停止。（爪でテープの端をカリカリ引っ掻いている直前）

			

		

		
			
				②クリップを選択し、→［分割］をタップ。（クリップが分割された）※クリップの長さが短すぎると［分割］できない
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				③ビデオクリップを再生し、使いたい場面の直前で停止し（テープの端をつまむ直前）、［分割］をタップ

			

		

		
			
				④不要な部分のクリップをタップして選択し、［削除］をタップ（不要なクリップが削除される）
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				分割

			

		

		
			
				分割

			

		

		
			
				削除
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				「必要ない部分」はどんどん削除する

				ビデオクリップを再生し、確認したときに撮影に失敗した部分や、あまり変化がなくムダな映像は削除します。iMovieではをタップして、［分割］［削除］などの編集でそぎ落としていきます。
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				④①〜③で操作した早送りしたいクリップをタップして選択

			

		

		
			
				⑤［速度］ボタンをタップ。（クリップの下部に黄色のバーが表示された）

				⑥の上に表示される黄色のスライダを右端までドラッグして速度を速める
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				⑦再生して確認する。（スライダの位置で速度が異なる。右が速く、左が遅い）

			

		

		
			
				⑧OKならばクリップ以外の部分をタップして確定させる

			

		

		
			
				【早送り例】

				機器の操作方法を解説する動画で、ネジを回して部品をはめ込むシーンの時間が少々長いため、はめ込む操作を早送りした。
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				速くなる

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				「必要ないが削除すべきでない部分」は早送り（加速）する

				必要ではないものの削除すべきでないなあと迷う部分もあります。こういう場面は、「早送り」がよく使われます。例えば工場内の案内動画などで、“ただ廊下を歩いているだけ”の部分で早送りになっている動画を見たことがあると思います。どこをどう通っているのかを伝える動画ですが、削除してしまうと分からなくなってしまいます。iMovieでは（速度ボタン）を使って速度を上げます。

				
					
						[image: ]
					

					
						
							３

						

					

				

				
					[image: ]
				

			

		

		
			
				必要ない部分はどんどん削除する ①〜③と同様の操作で、

				①どの部分を早送りするのか探す

				②部品を取り付け始めた直後で停止しクリップを［分割］

				③部品を取り付け終わる直前で停止しクリップを［分割］
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				【iMovieでの早送り方法】
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				⎜　講座５　⎜　プロも使っている編集の鉄板技
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					講座

					５

				

			

			
				
					プロも使っている編集の鉄板技

				

			

		

		
			
				削除の心得　3つのポイント

				編集でムダな素材をどんどんそぎ落として動画を仕上げていく！　とはいえ、「せっかく撮ったのに削除するには忍びない」気持ちも捨てきれません。

				そこで、「削除の心得　３つのポイント」をお伝えします。

			

		

		
			
				余計な情報不要！ ジャンプカットは動画に勢いを出す

				せっかく撮ったのに削除するには忍びない……作り手は思い入れがいっぱいですが、見る方にとっては余計な情報は不要です。編集でザックザックと削除していきましょう。

				料理動画などで「卵をボールに割って入れてかき混ぜ始め」のところでカット。その後の動画をバッサリ削除して、次の瞬間には「次の具材をボールに入れる映像」に移る。こんな編集方法をジャンプカットと呼びます。

				ジャンプカットは、動画に勢いが生まれます。

				この動画で見たいのはどれ？ ゴールを決めて編集する

				編集で削除するのは苦痛を伴うもの。編集は感情との戦いでもあります。

				もったいないという気持ちを無くすためにも、編集に入る前に「この動画で見たいのはアレとアレだけだ」とゴールを考えましょう。その上で編集作業に臨むことをおすすめします。

				テロップを活用して映像をカットする

				文字を使って映像素材を省くこともできます。例えば、「インタビュアーの質問映像を削除してテロップで質問を入れる」「場所を説明する映像の代わりに、テロップで駅名を入れる」など。

				少しでも短くできる工夫があればどんどん取り入れましょう。
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				長く感じるかどうかは最終的に相手の好みで調整する

				基本的には企画書に準じるとして、一方で、長さとか印象といった感覚的な部分はどうすればいいのでしょうか。自分１人で作るなら、「自分がどう感じるか」が判断基準です。上司やクライアントなどチェックする相手がいるなら、相手の好みに合わせることになります。

				目的別に短い動画をたくさん作る方法も

				１分の動画を作ろうとしているのに、どうがんばっても５分くらいの長さになってしまう。また、撮影したものは全部大事で削除できないという場合もあります。

				そんな場合は、１分ずつ５つの動画を作り、動画の内容をシリーズ化するなどして目的別に小分けして編集します。短い動画をたくさん作るのです。	

				当然タイトルにも、「その１、その２」とか、「第１回（全５回）」などと記載します。もしくは、公開場所によって違うバージョンを作ってもいいでしょう。

				SNS用にはパッパと早い展開のバージョンを、ウェブページに埋め込む動画は長いフルバージョンをなど。これにより相手が見たい部分の動画だけを見てもらえる可能性が高まるという効果も狙えます。

				こうすれば絶対にうまくいく！という魔法はない

				結局、こうすれば絶対にうまくいく！という魔法はありません。まずは作ってみる。

				その動画の反応を見て、うまくいったことは続け、失敗したことは生かして、次の動画をよりよくする。これを繰り返していくことでレベルアップしていき、皆さんならではの「鉄板動画」を作り上げていく。

				動画には、「長さを調整する」という大事な作業があるからこそ、動画の質を向上させていくことができるとも言えます。
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				ビジネス動画で大事なのは、見てもらうことと、その先につないで目的を達成すること。この章では、「YouTube」での動画公開の方法について解説します。

				※パソコンでの操作で説明している箇所もあります。

			

		

		
			
				６-１　YouTubeに動画をアップする準備

				６-２　YouTubeに動画をアップロードする
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				YouTubeの特徴

				YouTubeはオンライン動画共有プラットホームで、動画のアップロードや閲覧などができます。YouTubeは更新頻度が高いため、本書では基本的な

				操作方法を紹介しています。最新情報はYouTubeヘルプで確認

				してください。https://support.google.com/youtube

			

		

		
			
				動画アップロードにはGoogleアカウントが必要

				YouTubeにログインすると、動画のアップロードなど、YouTubeの機能を利用することができます。ログインには、Googleアカウントが必要です。事前に取得しておきましょう。（上記のヘルプURLに作成方法が詳しく紹介されています）

				Googleアカウントを削除すると、YouTubeのデータもすべて削除されるので、注意が必要。

				YouTubeを活用して多くの人に動画を見てもらえる

				動画をYouTubeで見てもらうこともできますし、YouTubeにアップロードした動画を、ウェブページやブログに埋め込んだり、FacebookやTwitterでシェアしたりと、いろいろな方法で見てもらうことができます。
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				ビジネス動画を公開し多くの人に見てもらうためにはYouTubeの活用は必須。

				動画をアップロードするまでの基本的なフローを解説します。

			

		

		
			
				POINT

				YouTubeのユーザーインターフェースは変更頻度が高い

				YouTubeのユーザーインターフェース（操作画面）は更新頻度が高く、気づくと変わっていることが多い。そのため、YouTubeとは、操作ボタンの場所を覚えるのではなく、「こんな作業ができるはずだ」という視点で付き合っていくとうまくいく。
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					6-1

				

			

			
				
					YouTubeに動画をアップする準備
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				⎜　講座6　⎜　YouTubeに動画を公開する方法
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					講座

					６

				

			

			
				
					ＹｏｕＴｕｂｅに動画を公開する方法

				

			

		

		
			
				YouTubeに動画をアップするまでのステップ

				YouTubeに動画をアップしていきましょう。その方法を以下の３ステップで説明していきます。※事前にGoogleアカウントの取得が必要です。
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				YouTubeチャンネル
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				YouTubeチャンネルを作成する（PC操作で説明）

				お店のPRに使うビジネス動画なので、ブランドチャンネルの作り方を解説します。

				YouTubeチャンネルをカスタマイズする（PC操作で説明）

				アイコン画像、チャンネルアート画像を変更したり、説明をつけたりしてカスタマイズし、個性的で見つけてもらいやすいチャンネルを作成します。

				YouTubeに動画をアップロードする

				作成した動画をアップロードします。
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				POINT

				ビデオ撮影時の解像度/フレームレート設定を変更する

				ｉＰｈｏｎｅの「カメラ」でビデオ撮影をする際、基本的には、デフォルト設定［1080p HD/30fps］のままで問題ないが、特定の目的がある場合には設定を変更することができる。
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				［ 720p HD/30fps ］

				小さいファイルサイズが求められる時や保存容量を節約したい時などに選択。しかし編集アプリで書き出し時に解像度を下げ、サイズを小さくすることができるので特別な事情がない限り選ぶ必要はない。

				［ 1080p HD/30fps ］ 

				デフォルト設定でもあり、現在もっともスタンダードで無難な設定。

				［ 1080p HD/60fps ］

				動きが早いものを撮るときに選択。通常速度での再生ではあまり違いは分からないが、編集アプリでスローにするなどした時、映像がブレたようになるのを抑える効果がある。

				［ 4K/24fps ］

				4Kはさらに高画質のことで、24fpsは映画のような印象で撮れるモード。ドラマを撮るときに選択するとよい。

				［ 4K/30fps ］

				より高画質で撮りたいときに選択。高画質なので、応用例として工場での溶接作業の手元を少し離れたところからこのモードで撮影し、編集アプリで少し拡大するという使い方もできる。

				［ 4K/60fps ］

				高画質および、スピードの速いものを撮るときに選択。

			

		

		
			
				「設定」ー「カメラ」ー［ビデオ撮影］で表示される。

				数字は、「解像度/フレームレート」を表し、画面上で下に行くほどファイルサイズ（容量）が大きくなる

			

		

		
			
				「設定」ー「カメラ」ー［スローモーション撮影］で表示される。

			

		

		
			
				［スピードの速いものを撮る時、ｉＰｈｏｎｅ「カメラ」の［スロー］撮影をすると、動きをじっくり伝えることができる ]

				設定の数字が大きいほど再生した時のブレ具合が減ってはっきり見ることができる。

				撮影現場で何度も撮り直しができない時は、iPhoneの容量に余裕があるなら240fpsにして撮るとよい。機種によっては、解像度が［720p］と［1080p］を選べるが、スロー撮影は情報量が多い方がいいので、基本的に[1080p]を選びたい。

			

		

		
			
				スローモーション撮影時の解像度/フレームレート設定を変更する

			

		

		
			
				これらの設定は、「カメラ」アプリの［ビデオ］や［スロー］で撮影する際にも変更できる
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				［ビデオ］画面

			

		

		
			
				［スロー］画面
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				作成したビジネス動画はYouTubeにアップしてからが勝負。ウェブページ、Facebook、Instagram、TikTokでの公開、活用方法を紹介し、どのようにしたら多くの人に見てもらえるのか、そのコツを解説していきます。TikTokやInstagramはアプリで撮影して動画を公開することもできますが、ここでは他のアプリで作成済みの動画をアップロードするという流れで解説します。

				（Twitterでの公開方法は講座1で解説）

			

		

		
			
				７-１　YouTube動画の活用方法

				７-２　サムネイルでアクセスアップ

				７-３　［Phonto］でサムネイルを自作する方法

				７-４　ウェブページに動画を埋め込む

				７-５　SNSで多くの人に動画を見てもらう
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					サムネイルとは

					YouTubeにアクセスするとサムネイル画像がズラッと並んでいます。動画の表紙のようなものです。動画の内容が分かって、目を引く画像を設定しましょう。YouTubeで自動生成もされますが、自作画像のアップロードもできます。
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					YouTubeの検索結果などにずらりと並ぶサムネイルは、動画の表紙のようなもの。視聴してもらえるかどうかを大きく左右するのでとても重要。

					自動生成もされるが、ぜひ自作画像で目を引くサムネイルを設定しよう！

				

			

			
				
					YouTube動画のアクセスアップに、サムネイルはとっても重要。ここでは、設定方法、効果的な作り方について説明します。

				

			

			
				
					YouTubeにアップした動画を活用する方法

					YouTubeにアップした動画を活用する方法はたくさんあります。ここでは、以下の方法について順を追って解説していきます。

					ウェブページに動画を埋め込み多くの人に見てもらう

					ウェブページに、YouTube動画を埋め込みます。

					多くの人に見てもらうためには、サムネイル画像やテキストの内容も重要です。

					下記のポイントについて説明していきます。

					●サムネイル、テキストの工夫はすべての基本

					●ウェブページに動画を埋め込む

					●ランディングページに動画を埋め込む

					SNSを活用して多くの人に動画を見てもらう

					YouTubeにアップした動画や、iMovieなどで作成した動画を、SNSを活用して拡散し多くの人に見てもらいます。

					本書では、下記SNSについて、動画の公開方法と、その基本的な活用方法についてまとめています。

					●Facebook

					●Instagram

					●TikTok
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					ビジネス動画で重要なのは、見てもらうことと、その先につなげること。YouTubeに投稿した動画は、会社が運営するウェブページに埋め込んだり、SNSを活用したりすることで、多くの人に見てもらうことができます。

					そのコツについて説明していきます。
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					7-1

				

			

			
				
					YouTube動画の活用方法
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				⎜　講座7　⎜　作った動画をYouTubeやSNSで活用するテクニック
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					講座

					７

				

			

			
				
					作った動画をＹｏｕＴｕｂｅやＳＮＳで

					活用するテクニック
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					7-2

				

			

			
				
					サムネイルでアクセスアップ

				

			

		

		
			
				
					サムネイルとは

					YouTubeにアクセスするとサムネイル画像がズラッと並んでいます。動画の表紙のようなものです。動画の内容が分かって、目を引く画像を設定しましょう。YouTubeで自動生成もされますが、自作画像のアップロードもできます。
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					YouTubeの検索結果などにずらりと並ぶサムネイルは、動画の表紙のようなもの。視聴してもらえるかどうかを大きく左右するのでとても重要。

					自動生成もされるが、ぜひ自作画像で目を引くサムネイルを設定しよう！

				

			

			
				
					YouTube動画のアクセスアップに、サムネイルはとっても重要。ここでは、設定方法、効果的な作り方について説明します。

				

			

			
				
					YouTubeにアップした動画を活用する方法

					YouTubeにアップした動画を活用する方法はたくさんあります。ここでは、以下の方法について順を追って解説していきます。

					ウェブページに動画を埋め込み多くの人に見てもらう

					ウェブページに、YouTube動画を埋め込みます。

					多くの人に見てもらうためには、サムネイル画像やテキストの内容も重要です。

					下記のポイントについて説明していきます。

					●サムネイル、テキストの工夫はすべての基本

					●ウェブページに動画を埋め込む

					●ランディングページに動画を埋め込む

					SNSを活用して多くの人に動画を見てもらう

					YouTubeにアップした動画や、iMovieなどで作成した動画を、SNSを活用して拡散し多くの人に見てもらいます。

					本書では、下記SNSについて、動画の公開方法と、その基本的な活用方法についてまとめています。

					●Facebook

					●Instagram

					●TikTok
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					ビジネス動画で重要なのは、見てもらうことと、その先につなげること。YouTubeに投稿した動画は、会社が運営するウェブページに埋め込んだり、SNSを活用したりすることで、多くの人に見てもらうことができます。

					そのコツについて説明していきます。
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				POINT

				未来の公開場所に備える

				今後も、いろんな新しいメディアやSNSが登場するでしょう。しかし、それらが人気になった時、ゼロから友達やフォロワーを増やすのは大変です。従来のSNSと連携させたり、ウェブページに埋め込むことができないかを考えましょう。

				そしてそのSNSの表示サイズや特徴を調べた上で、動画を企画していく。この方法はこれからも変わりません。

				ネット上は、数多くの動画が公開されています。これらを参考にしながら、

				●どんな動画が求められているか

				●長さはどのくらいか

				●また場合によっては横ではなく縦型の動画がいいか

				などを考えて動画を作っていきましょう。

				そして、思ったような反応が得られなかったら、他の方法を試してみましょう。本書でお伝えしてきた「iPhoneで作るビジネス動画」は、安価で手軽に制作できることが一番の特徴です。

				いろいろなパターンを何本も制作して、SNSで何回もシェアして、そうして成功の鉄板パターンを手に入れてください。

				ライブ配信について

				本書では取り上げていませんが、ライブ配信は「自分がどう見えているかを把握している人向き」だと思います。そのため、何度か自分が映る動画を作ってみた後、トライするようにしましょう。

				見え方だけでなく、話し方や声の出し方も大事です。

				早口ではないか。聞き取りやすいか。

				滑舌がよくなければ、ホワイトボードに文字を書きながら話す、などの対策も効果的です。

				いずれにしても、明るさ、構図、声の撮り方などは、ビデオ作成もライブ配信も同じ。そのまま本書の情報が使えます。
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				iPhone用の機材やアプリは、目的別に日々、さまざまな種類が生み出されています。

				ここでは、著者が実際に使っている機材＆アプリを、できるだけ幅広く紹介します。

			

		

		
			
				８-１　機材編

				８-２　アプリ編
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					このマークがある機材は、１００円ショップで購入できることもあります。
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				iPhoneでのビデオ撮影用の機材も数多く発売されています。しかし選び始めると、きりがありません。本章はそんな無駄な時間を費やさないためのページです。

				● 購入の際は、必ずお使いのスマホに対応していることを確認してください。

				●あくまでも、スマホ本体を使って撮影する機材を取り上げています。スマホをモニターやリモコンとして使用する機材（ドローンなど）は省きました。

				● いろいろなメーカーが似たような機材を販売しています。掲載している機種でなければならないという意味ではありません。

			

		

		
			
				スマホ関連機材を選ぶときの３つの視点

			

		

		
			
				［１］その機材は何のためにあるの？

				機材選びで必要なのは、「その機材の目的は何か？」という視点です。例えば三脚。三脚の目的は映像を安定させること。三脚に載せるカメラが重いほど、しっかりどっしりした三脚が適していることになりますし、載せるのがスマホなら、それほど重くなくても十分ということになります。

				［２］誰がその機材を操作するの？

				１人で撮る場合は、スマホに周辺機材をくっつけた方が便利です。一方で、何人かで撮るなら、機材を別々に持てばいいので、機材と機材を接続することはあまり深く考えなくてもいいです。

				［３］後の編集作業に支障はない？

				「映像と音声を別々に撮りたいので必要な機材を教えて欲しい」。よく聞かれる質問ですが、後の編集で合成作業が発生し、それをスマホアプリで行うのは大変です。後々の編集作業のことも考えた機材選びをしましょう。
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					機材編

				

			

		

		
			
				POINT

				本章では機材選びのオススメ度を★ ★で解説しています

				★印は必須機材。最低限必要で、これがあればとりあえず動画制作に入れる。

				★印は、あれば助かる機材。動画制作をしていると、必ず「もうちょっとなんとかできる機材が欲しい」と思うことがある。そんな時には☆印の機材を参考に。
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				⎜　講座8　⎜　周辺機材＆アプリでレベルアップ
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					講座

					８

				

			

			
				
					周辺機材＆アプリでレベルアップ

				

			

		

		
			
				三脚

				映像を固定するために三脚は欠かせません。いろいろなタイプをご紹介します。

			

		

		
			
				三脚とiPhoneを接続するスマホホルダー ★

				スマホホルダーは、三脚を使う際の必須器具です。１００円ショップで手に入るものもあります。いろいろなタイプがあり、安定感があるタイプを選びましょう。

				ネジ穴のサイズは一般的に手に入る三脚は全て共通であると考えていいでしょう。
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				１００円ショップで購入できるものもある

			

		

		
			
				横型撮影と縦型撮影を切り替えられるホルダーもある

			

		

		
			
				ネジ穴のサイズは、一般的に手に入る三脚は共通
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				スマホスタンド

				水平な場所に限られますが、スタンドタイプも使いやすいです。高さと角度の調整ができます。
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				「スマホ　スタンド」で検索。２,０００円程度
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				アプリの「使いやすさ」は、慣れの問題

				基本はスマホで動画を気軽に作れるメリットを楽しむこと！

				「あのアプリがいい。このアプリがおすすめ」。人に聞けば聞くほど、いろんなオススメのアプリが耳に入ってきます。でも、アプリにハマリ出すとキリがありません。使ってみてそのアプリにイマイチなところがあるからと別のアプリに手を出すと、今度はそのアプリのイマイチな点に気付くことになり……

				次は、足りない機能を補完してくれるアプリ探しが始まります。

				ボカシ入れに特化したアプリ、字幕に特化したアプリ、録音だけのアプリ、映像の色味変更のためのアプリ……

				それぞれ素晴らしいのですが、いろいろなアプリを使えば動画の質が向上する、というものでもないのが悩ましいところ。

				撮影の失敗や編集の面倒さから逃れるためだけに、対処療法的に次々とアプリを探していると、せっかくスマホで動画を気軽に作れるメリットからどんどん遠のいてしまいます。

				やはり基本に立ち返りましょう。

				新しいものに目移りするのではなく、１つのアプリを使い込む方が上達します。

				最初は難しいと感じるかもしれませんが、単に慣れの問題です。

				そして、使っているアプリで解決できない問題が起こった時に考えることは、別のアプリに乗り換えるということではなくて、「企画」や「撮影」方法で対処できないだろうか、と検討することなのです。
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				索引　【50音順】

			

		

		
			
				数字・英字

				3.5mmー105，250

				3極 ー105

				4コマで伝えるミニドラマ ー38-44

				4極 ー105，250

				720p HD/30fps −222

				1080p HD/30fps−222

				1080p HD/60fps−222

				4K/24fps−222

				4K/30fps−222

				4K/60fps−222

				1080p HD/120fps−222

				720p HD/240fps−222

				1080p HD/240fps−222

				AE/AFロック機能 ー109

				App Store ー72，142

				Canvaー233，259

				CapCutー259

				EarPods ー111，250

				Facebook （動画の公開）ー224，237-239

				Facebookページ ー239

				Filmoraー259

				Googleアカウント ー71，210-212

				iMovie ー66，71，41-186，187-208，237

					244，259

				InShotー259

				Instagram ー66，224，230，237，240，241

				iPadー113，153，159

				Ken Burns ー160

				Lightning - 3.5 mm ヘッドフォンジャックアダプタ

					ー105，250

				Phonto写真文字入れ ー230-233，259

				SNS ー	20，71，74，120，135，206，208

					224-244

				Stop Motion Studio ー59-61，118，259

				TikTokー	71，224，242

				Twitterー 66，73-82

				VLLO ー	66，71，234，259

				YouTube ー54，66，210-221，224-239，243

				YouTubeチャンネル ー 211-215，216，226，235

				あ

				アイレベル ー34，72，92

				アカウント ー71，73，82，210，211，212

					216，218，237，239

				アップ、アップロード −35，72，73，74

					82，210，211，216-221，225-227

					235，239，240，242

				アップ（寄り）ー24，25，42，48，53，72

					80，90，91，102，116，121，129

					160，169，194，195，228，253

				アナログ時計 ー52

				アピール −55、135，136，140，241

				アフレコ ー156，205

				アングル ー34，72，113，196，198

				移動撮影 ー56，58，101，254

				インスペクタ ー149，154，165

				インタビュー ー32，49，62，67，69，86

					90，91，92，108，109，111，124

					165，176，180，204，206，251

				飲食店向け動画 −20，28，46，47，55

					61-63，73-82，122，126，127，249

				ウェブページ ー66，71，206，208，224

					234，235，236，244

				ウェブ担当者 ー71，227，235

				雲台/回転雲台/自由雲台 ー24，57，69

					85，97，249，255

				絵コンテ ー38

				エフェクト ー160

				オーディオ（編集）ー 44，53，72，146，156

					161，165，170，174，176，204

				オーディオ機器 ー105

				屋外 ー	33，85，93，104，107，110-112

					204，255

				屋内 ー	33，104

				オプション ー151，153，184

				音の問題 ー103-111

				音声素材 ー72

				か

				解像度 ー153

				解像度/フレームレート−222

				回転（撮影）ー57，87

				回転（編集）ー80，167，197，199，230

				回転雲台 ー57，255

				回転台 ー53，255

				回転テーブル ー53

				回転ドリー ー254

				カット（編集）ー35，37，45，72，76-78

					82，148，	169，186，188，191

					202，240
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				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				
					索引

				

			

		

		
			
				カット（撮影）ー29，30，31，38，40，43

					72，74，131，185，194，195

				カットアウェイー163，165

				カメラ ー25，30，32-34，53，74，85，91	92，99，100，103，114，118，121

					145，227，246

				カメラ（アプリ）ー21，25，26，33，67，73

					74，84，86-89，108，111，113

					117，142，144，227

				カメラスライダー ー54

				画面収録 ー51，119

				観光案内動画 ー102，251

				企画 ー	40，44，73，124-140，207，208

					244，260

				企画書 ー124，125，207，208

				機内モード ー144

				逆光 ー29，93，95，114

				キャプチャー ー51，119

				キャリングケース ー257

				求人動画 ー126，130

				許可申請 ー162

				魚眼レンズ ー253

				切り離す（編集）ー146，154，156，206

				くねくね三脚 ー46，249

				首掛けスマホスタンド ー54，97，248

				グリーン/ブルースクリーン（編集）ー

					163，171，172，173

				グリッド ー33，84

				クリップ（編集）ー44，72，81，146

					148-151，154-158，160，161

					163-168，170-182，186，189，190

					196-199，197，202，204，206，217

				ケーブル ー69，106，108，111，250，251

					256，257

				言語化 ー136，137，193

				効果（編集）ー158-160，174，176，177

				公開 ー	66，71，73，125，127-130，135，207，208，244

				公開設定（YouTube）ー218

				Facebookに公開 ー	238-239

				Instagramに公開 ー240-241

				TikTokに公開 ー242-243

				Twitterに公開 ー73，82

				YouTubeに公開 ー210-221，224-229

				ウェブページに公開 ー234-236

				効果音 ー156，162

				広角撮影 ー117

				構図 ー72，84，92，186，244

				構成 ー32，38，124-134，137，192，194，195，236

				合成 ー49，171，172，246

				コメント ー62，107，108，124，184，185，195，206

				コントロールセンター ー119

				さ行

				再生速度 ー177，179

				サイド光 ー93，115

				彩度 ー79

				削除（編集）ー78，81，146，148，149，154

					156，157，160，177，184，188-191

					206，208

				削除（YouTube）ー210，221

				撮影場所 ー33，35，41，94，95

				差別化 ー140

				サムネイル ー147，224-228，230，231，233，238，240，242，259

				三脚 ー20-35，40，45，46，48-53，55-57

					60，61，66，68-70，85，97-100

					102，108，109，118，142，144，203

					246-249，255

				シェア ー10，237-240，244

				時間経過 ー52

				自己紹介動画 ー33-37

				自然光 ー29

				室内 ー	85，93，94，99，107，110，111

					204，252

				自動編集 ー184

				シネマティックモード ー89

				自分視点 ー24

				自分撮り ー69，108，252

				写真（アプリ）ー71，73-81，106，119，122

					145，152，203，227，233

				写真（素材）ー47，60，72，118，146，147

					157-161，163，164，166，167，170

					172，181，183，186

					196，200，202，227，229-232，259

				社長インタビュー（インタビュー参照）ー124，165

				ジャンプカット編集ー45，191

				自由雲台 ー69，97，249

			

		

	
		
			
				96

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

		

		
			
				周辺機器 ー68，255

				出演者 ー41-44

				順光 ー	93

				準備 −	40，66，73，122，142，171，178

					179，210，212，214，215

				消音 ー40，103

				焦点 ー25，87，116

				商品（撮影、ＰＲ）ー23，31，50，56，102

					115，127，131，133，136，140

					195，196

				照明機材 ー93，252

				ショート動画 ー66，120，127，217，242，243

				ショップカード ー 122

				シルエット ー21，93，95

				ジンバル ー58，102，254

				ズーム ー86，160

				ストーリーボード ー146，183，185

				スプリットスクリーン ー48-51，163，167

					168，196-199

				スマホケース ー253

				スマホスタンド ー247，248

				スマホホルダー ー20-32，40，45，46

					48-53，55-57，60，61，66，85，68

					69，98，113，142，247

				スライディングアーム ー98

				スロー ー21，86，113

				スーモーション撮影 −222−222

				スワイプ ー74，86，119，144

				接写 ー69

				接続端子 ー68，105，25

				セミナー動画 ー108，126，128

				挿入（編集） ー46，47，149，200，230

				た行

				ターゲット ー125，127-130，137，237

				（動画の）タイトル ー72，125，127-130

					133，138，208，212，217，218

					221，234

				タイトル（編集） ー72，76，146，149-151

					153，155，182，196，197，204

				タイムライン ー72，147，148，157，

					161-164，166，167，169，170，174

					176，183，196，200，201，203

				タイムラプス ー27，57，88，255

				対面撮影（第三者視点） ー26

				縦型動画 ー62，63，217

				縦向き ー66，74，259

				チャンネル（YouTubeチャンネル参照）

				著作権 ー46，162

				通販動画 ー21

				ティルト ー99，100

				手作りドリー ー56，101

				鉄板構成 ー126

				手持ち撮影 ー58，85，102，110，255

				デメリット ー67

				手元 ー24，26，48，70，91，97，104，107

					145，248

				テロップ ー43，44，72，75，107，125

					127，128，129，130，146，149

					191，193，197，204，206，207

					258，259

				電動ドリー ー254

				ドアストッパー ー24，70

				動画キャプチャー（画面収録） ー51，119

				動画素材 ー72，125，137，156，169，201，207

				投稿 ー	71，73，82，181，217，224

					237-242

				動作保証 ー105

				ドリー ー56，101，254

				トリミング ー77，80，81，146，165，217

					230

				並べ替え（編集） ー146，157，181

				並べて表示（編集） ー48，49，50，51，196，198

				並べて表示（撮影） ー52，115

				ナレーション ー107，108，111，205

				ノイズ（除去、修正） ー67，105

				ノウハウ動画 ー131，132，140

				は行

				ハイライト表示 ー77，78，82，148，149，154

				バストショット ー90

				パソコン（PC）操作で解説 ー211-215，226

					227，234-236

				バックグラウンド ー156，182

				ハッシュタグ ー241，242

				早送り ー188，190

				パン ー99，100，101

				ハンドグリップ ー255
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				引き（撮影） ー48，72，194，195，237

				ピクチャ・イン・ピクチャ ー

					46，47，163-167，202

				非公開 ー218，220

				ビジネス動画 ー2，67，68，70，78，84，90

					122，139，168，193，211，212，224

				被写界深度 ー89

				被写体 ー57，69，72，74，86，104，109，114-118，253

				ビデオクリップ ー 44，72，148，149

					154-157，170， 178，179，189，198

					199，202，204，206，217

				ビデオ撮影 −73，74，84，85，99，106，117，142，144，153，222

				ビデオ編集アプリ ー71，105，146

				ピンチ/ピンチアウト/ピンチイン/

				ピンチで拡大縮小 ー

					80，86，148，150，160，165-169

					186， 201，202

				ピント ー28，87，89，109，114，253

				ピントずらし ー28

				ピンマイク ー32，35，40，42，49，69

					104-109， 250，251

				フェードアウト ー174-176

				フェードイン ー174，175

				複製 ー76，146，154，156，157，184

				フラッシュ ー88，89

				ブランディング ー135，139，214，239

				ブランドアカウント名 ー212，213

				フリーズ ー178，179，198，199

				フレームビューア ー77，78

				プレビューモニター ー147-149，158，160，197

				プロジェクト名 ー152

				分割（編集） ー44，50，51，72，146

					154-156，167，170，176，178，179

					189，190，204

				分割（表示） ー50，51，84，90，167，196

					197，199，229

				ヘッドフォンジャックアダプタ ー105，205

				別撮り ー49

				望遠撮影 ー117

				望遠レンズ ー253

				防水ケース ー256

				ボケ（背景） ー28，89，114

				没入感 ー63

				ホワイトボード ー244

				ま行

				マイク ー32，35，40，42，49，69，104-111

					119，250，251

				真上からの撮影（俯瞰撮影） ー46，70，98，249

				マクロ（撮影） ー69，116，117，253

				マクロレンズ ー69，116，253

				マジックムービー ー146，183，184

				ミニドラマ ー38-44

				ミニプラグ ー105

				ミニ三脚 ー21，24，28，46，52，53，56

					57，60，61，70142，248，255

				ムービー（編集） ー59，60，146，147，183，184

				無線マイク ー104，251

				メイキング ー44，56

				メッセージボード ー55，75

				目を引く ー20，66，126，135，225，237，259

				メリット ー62，67，70，138，260

				モアレ ー 122

				求める効果 −125，127，128-130

				モバイルバッテリー ー256

				モバイルプロジェクター ー257

				や行

				有線イヤホン ー111，250

				誘導 −44，125，127-131，133，139

				養生テープ ー24，28，42，46，70

				横向き ー33，66，74，84，89

				寄り（撮影） ー48，63，72，194，195，237

				ら行・わ行

				ライトニング端子 ー105，256，257

				ライブ配信 ー244

				ランディングページ ー224，236

				リグ ー255

				リハーサル ー30

				リモコンシャッター ー35，60，61，98，118

				料理動画 （飲食店向け動画参照）

				レンズ ー69，114，116，117，196，197，253

				録音 ー	27，33，35，42，103-107，110

					111，119，204，205，250，251，260

				露出 ー79，87，89，109

				ワイコンレンズ ー69，116，196，197，253

				ワイヤレスマイク ー104，251

				ワンカットー ー196-199
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				お仕事で初めて動画を作る人のための具体的な羅針盤でありたい

				本書は、２０２０年６月に出版された『iPhoneで作ろう ビジネス動画の教科書』を、全面的に増補改訂したものです。

				そこからコロナ禍を経て、動画に対する社会の認識も大きく変わりました。

				オンラインでの動画活用が一般化し、SNSショート動画も人気です。

				個人的には、スマホ動画に関する連載や講演、企業研修の依頼が増えています。企業でも個人でも、行政・団体でも、「自分たちで動画を作る」という文化が広まっているのを強く感じます。

				私は、映像講師として書いたりお話ししたりする一方で、プロとして撮影・編集も請け負っていますし、個人クリエイターとして動画発信も続けています。

				すべての始まりは、１９９４年に１台の中古のビデオカメラを祖父から譲り受けたことでした。

				そこから独学で映画を作り続けるのですが、その過程で数多くの失敗を経験します。

				それらの失敗談を、２００１年にホームページで公開したところ、悩みを持った方からどんどん質問が来るようになりました。質問内容のほぼすべてにおいて失敗済みだった私は、「これは避けた方がいい」という経験談をせっせと返信し続けました。やがてある程度の人数を集めて一緒に作品作りをするワークショップを開始し、今年で２０周年を迎えます。

				ゆうに１，０００人を超す初心者の方々と映像を作ってきて、２つ、気づいたことがあります。

				1つは、初心者はほぼ同じところでつまずくということ。

				そしてもう1つは、初心者の悩みは２０年間ほぼ変わらないということです。

				もちろん、ツール、機材、人気メディアはどんどん変わっていきます。

				しかし、それらを扱う人間の方は基本変わらない。

				人気アプリを使っても、「どうすると正解なのか分からない」といった不安はつきまといますし、照明機材をそろえても、カメラの前でうまく話せるかどうかはまた別の話。

				本書は、そのように多くの初心者が、「ひっかかるポイント」に配慮して執筆しました。

				特に必要のない機能とその理由、長いセリフの扱い方などにも触れています。

				逆に録音など、とても重要なのに、最初はないがしろにされがちな情報は詳しく解説しています。

				前作に続き、今回も出版社ペンコムの増田編集長に伴走いただきました。

				お仕事で初めて動画を作る人のための具体的な羅針盤でありたい、というのが共通認識です。

				本書を使って実際に撮って編集してみながら、動画の作り方を身につけていっていただければと思います。
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				最後になりましたが、今回の執筆にあたり、キッチン＊コミュニケーションの鎌倉惠子さん、はまもとコーヒーの濵本卓弥さん、明石の魚 嵜〜SAKI〜の山嵜清張さん、江井島まちづくり協議会のみなさんに取材・ご協力いただきました。この場を借りてお礼を申し上げます。

				キッチン＊コミュニケーション　https://kamakurakeiko.com/

				はまもとコーヒー　	　 https://www.hamamoto-coffee.com/

				明石の魚 嵜〜SAKI〜	http://akashinosakanasaki.jp/

				江井島まちづくり協議会　	https://eigashima.net/

					２０２３年３月　　　オリカワ シュウイチ
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				映画制作体験プロデューサー

				オリカワ シュウイチ

				1994年にビデオカメラ1台で映画制作を開始。 数々の失敗を繰り返しながら22作品を監督、 さまざまな映画祭で上映される。 2003年より初心者向け映画ワークショップを全国で開始。 

				企業向けセミナー・研修も数多く担当。

				専門用語を一切使わない、 映像作りに初めて触れる人にも分かりやすい教え方に定評がある。

				2008年から配信の映像作りのノウハウや楽しさを伝えるメルマガ 「映画が作れるようになるメールマガジン」の登録者数は4,700人に上る。 1975年広島県生まれ。電気通信大学卒。
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